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我が国の研究力の低迷化に対する危機感
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出典：科学技術指標2022（NISTEP)
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研究者に求められること

それは、論文量産マシーンになることではなく
人類文明への歴史的貢献を行う、ということ。

そのためには、自分と自分の研究が
世界のなかで

どのような位置付けにあるのか、
をわかりながら活動することが重要である。



日本語ワープロの発明

2000文字（漢字、カタカナ、ひらがな）からなる
日本語をコンピュータで扱えるようにできるか？

入力の問題

＊ローマ字ーかなー漢字
変換

n 変換辞書
n 自然言語処理

漢字フォントの問題

＊１文字に最低1024ビット必
要(ローマ字では35ビット）

n 2Mビットの漢字フォント
ROM

n 半導体産業

印刷の問題

＊32×32の解像度(ローマ
字では5×7で良い）

n 高解像度プリンタ
n インクジェット
n レーザープリンタ



日本語ワープロの人類史的意味

• 1980年当時、日本語ワープロ技術の成功を知り、世界中から若い研
究者が母国語のワープロを作るために来日した

• 情報化時代に世界の「文化の多様性」を維持した世界文化史に残る
成果
– 文字や言語を失った民族は、固有の文化を失う
– 日本でも明治以来何度もローマ字化の議論があった
– 韓国の若い人は、漢字ーハングル混じりの古典を読めない
– 現在のパソコンは120を超える言語に対応している

• 技術に文化を合わせるか？文化に技術を合わせるか？の選択



本日お伝えしたい内容
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世界トップクラスの研
究者育成に向けたプ
ログラムの開発と不
断の改善

世界で活躍できる研究リ
ーダーの戦略的育成

他事業群
研究人材育成確保

上位目的
Vision

我が国の研究力の強化
（研究者の研究生産性の向上）

施策目的
Aims

事業目的
Objectives

Researcher+とは

9

世界トップクラスの研究
者育成プログラムの開発
と、全国大学研究機関に
対する育成プログラムの
認知向上・普及

育成プログラム定着に
よる世界で活躍できる人
材の輩出

国際的な研究競争力強化
世界最高水準の研究生産性

相乗効果

他事業群

波及効果
Outcomes

効果・効用
Outcomes

事業結果
Output

Researcher+とは
各々の事業の取組（研究者育成プログラム）
を集約した総称です。



Researcher+で、若いうちから研究プラスαの力を。

世界で活躍できる研究者
Researcher Development

➕

博士号取得



海外の大学研究機関ではどのような研究者育成の取組が？
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＊運営担当者から取組の詳細を聞き取り調査しました。
詳細は本事業HPをご覧ください



海外事例： 英国Vitae
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■英国は基礎科学が強い一方で産業に繋げられず、その克服のために工学研究者のトランスファラブルスキルを重視。
1968年から研究者の能力開発への取組開始、2008年にVitaeというプログラムに発展してきた。

参照：本事業「研究者のための＋αシリーズ Vol.1」 h(ps://www.jst.go.jp/innov-jinzai/sekai/event/event20201012.html

https://www.jst.go.jp/innov-jinzai/sekai/event/event20201012.html
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海外事例： 英国Vitae

■ STEM強化だけでなく、個々人の能力開発やキャリア
開発への取組にも重点をおくように。

■ STEM強化政策により、2002年からロバーツマネーを
投資し、アカデミアの博士研究者のトレーニング強化。

参照：本事業「研究者のための＋αシリーズ Vol.1」 h(ps://www.jst.go.jp/innov-jinzai/sekai/event/event20201012.html

https://www.jst.go.jp/innov-jinzai/sekai/event/event20201012.html
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海外事例： 英国Vitae

■コンコーダットという大学協定をつくりあ
げ、研究者育成プログラムであるVitaeが、
英国全土の大学研究機関に普及するよう
な仕組みになった。

参照：本事業「研究者のための＋αシリーズ Vol.1」 h(ps://www.jst.go.jp/innov-jinzai/sekai/event/event20201012.html

https://www.jst.go.jp/innov-jinzai/sekai/event/event20201012.html


Researcher+の開発と普及に取り組む事業群
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Researcher+が目指す育成人材像
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「産学を問わず世界でトップクラスの研究者として活躍できる人材」

細かな人材像は画一化せず、多様な人材像を設定。
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各実施機関のユニークで構造化されたプログラム



JSTでは、研究者のネットワーキング等を強化するプログラムを開発中
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①ネットワーキング ②表現⼒ ③コミュニケーション ④チームワーク ⑤リーダーシップ ⑥ティーチング ⑦チームマネジメン
ト

⑧プロジェクト
マネジメント

⑨セルフマネジメン
ト

⑩問題解決⼒ ⑪創造⼒ ⑫研究技術・専⾨
知識

⑬汎⽤技術・知識 ⑭グローバル能⼒ ⑮倫理 ⑯キャリア開発

菊澤 律⼦ ● ● ●
⽊下 千花 ● ● ●
⼤野 泉 ● ● ●

⽊村 公⼀朗 ● ● ●
河野 俊⾏ ● ● ●
榊 美知⼦ ● ● ●

細⽥ 満和⼦ ● ● ●
安達 千波⽮ ● ● ●
溝上 陽⼦ ● ● ●
⼭内 悠輔 ● ● ●
坂井 南美 ● ● ●
若⼭ 正⼈ ● ● ●

伊丹 健⼀郎 ● ● ●
井上 茂義 ● ● ●
浦川 篤 ● ● ● ●

⼯学 佐藤 裕崇 ● ● ●
星野 歩⼦ ● ● ●
武部 貴則 ● ● ●
吉⽥ 富 ● ● ●

⽣物学 ⾶⿓ 志津⼦ ● ● ● ● ●
狩野 光伸 ● ● ● ●
鈴⽊ 憲 ● ● ●

⼭本 雅之 ● ● ● ●
岩下 友美 ● ● ● ●
杉⼭ 将 ● ● ● ●

⼭本 ⾥枝⼦ ● ● ●
⽯塚 真由美 ● ● ●

沖 ⼤幹 ● ● ●
⽚岡 ⼀則 ● ● ●

⽥中（⼭本） 敬⼦ ● ● ●

凡例

　　　　　　　　　  コンピテンシー
インタビュイー

⼈間関係スキル マネジメントスキル 技術・知識

⽂系

⼈⽂学

社会科学

複合複合領域

●︓インタビュー内でインタビュイーが有する
または重要視していることが認識されたコンピテンシー

理系

総合理⼯

数物系科学

化学

総合⽣物

医⻭薬学

情報学

環境学

世界トップレベルで活躍中の研究者30⼈に「研究で世界を渡り歩くのに重要なコンピテンシー」について聞きました

ネットワーキング1
コミュニケーション3 セルフマネジメント9
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ネットワーク強化のための 【研究＋αの活動支援プログラム】
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ネットワーク強化のための 【研究＋αの活動支援プログラム】

■5名の採択者により、プログラムの有効性を検証中
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ネットワーク強化のための 【研究＋αの活動支援プログラム】

■ JST国際部との連携で、シンガポール Global Young Scien0sts Summit
への参加を促進。ノーベル賞フィールズ賞等の受賞者20名、世界中から若
手研究者300名ほどが集うクローズドの会。

引用URL h9ps://www.nrf.gov.sg/gyss/home

https://www.nrf.gov.sg/gyss/home


研究以外の力を養う座学 【研究者のための＋αシリーズ】
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■コンピテンシーに紐づいた講座を企画運営。

■英国Vitae、JST国際部、AMED、京大WPI事
業等との連携企画も。

■国内外から多くの研究者が参加。

■アーカイブ化■2020~2022
17回開催

（JSTニュースより）



研究以外の力を養う座学 【研究者のための＋αシリーズ】
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Researcher+は10年でシステムの自立化を目指します。
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現在、
４年度目

実施機関JST



Researcher+のシステムが自立化している状態とは
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研究者の人材開発
うちでも始めるか
ら参考にしよう。

融合研究を促進した
いけど、現場で何を
仕掛けたら効果的？その講義動画

うちの大学でも
利用したい！

“多くの大学研究機関にResearcher+が利活用されている状態”

コンテンツの共有

運営ノウハウの共有

好事例の共有
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各実施機関のユニークで構造化されたプログラム

プログラムを構成する
すべてのコンテンツを整理し
好事例を抽出します



Researcher+の整理箱 “プログラムフレームワーク”
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MEXT「海外の研究者育成における研究者としての職能開発に関す
る調査研究」(2020)において、調査対象の海外15機関のフレーム
ワークから、研究者に必要な資質能力・技能等の標準的な要素を抽
出。スキルをグループ化し、右の16のコンピテンシーに整理したも
のを、Researcher+の“プログラム・フレームワーク”として採用。



支援側のニーズに応じて活用できるResearcher+
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支援する側が効果的に運営するには

Researcher+のどの取組の情報が

役立つのか？

学びの場の提供

交流の場の提供

ファンドの提供

リエゾン機能の提供

メンタリング

マインドフルネスの誘導

環境（インフラ）整備

論文作成支援

インターンシップ

プレゼン指導

キャリアカウンセリング
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研究者育成プログラムパッケージ【第１版】はポータルで公開予定



日本の研究者育成の仕組みの構築
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l 我が国の研究力の強化
• Researcher+による研究者育成プログラムの開発

l 学部、大学院教育における研究者育成への取り組み
• 次世代に対して研究者への道を選ぶことの魅力の発信

l 研究者の世界における幅広い活躍
• 世界の様々な場所で活躍する研究者
• 新しい科学分野の流れを作る研究者
• 研究者・科学者の国際的評価の変化への対応 • 研究者・科学者の交流
を通じた国際関係の構築


